










































じた場合に自国の安全を図るための計画・手段としての「危機管理 (crisisrnanagement ， 











































時間の経過の概念 希薄(危機級東後において、定常状態の際の 強い(時間の経過とともに、新たな理念フレー理念フレームが有効であるという前提) ムや実行手j閣を創製するという考え方)
理念フレームの更新 経堂チームの専任事事。現場では不可。 現場のチームが行う
チームメン1¥ー に望まれ 出された指示を忠実に実行する分業分担者と 自律的行動る行動 しての役割
リーダー 上位職者 メンバー閉でフレキシブル場合によって変化






































































































































































15 たとえば伊藤進『学校事故の法律問題~ 1983年、三省堂/伊藤進・織田博子『実務半IJ例 解説






















23天笠(前掲)、 19-20頁。なお、山本・田嶋 (2010)は、 0県の小中学校教職員への調査から
管理職が持つ危機管理意識の高さを明らかにしている。山本俊美・田i鳴八千代「学校における
危機管理に関する調査一教職員の危機管理意識と実態調査の分析からーし『安全教育学研究』
第10巻第1号、 2010年、 31-45真。
24たとえば松井(前掲)389頁の図や、文部科学省 (2007年前掲)12頁の図などはそれを表して
いると考えらえれる。
25上北・狩野・戸塚(前掲)、 131頁0
26水本徳、明「斜交の札織と経営における「複雑反応過程jに関する理論的検討J、『筑波大学教育
学系論集第31巻、 2007年、 23頁。
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